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プロット

	項目
	記入欄
	記入のヒント

	婚約破棄の宣告
	 
	いつ・どこで・どのような理由で元婚約者から破棄を切り出されるかを書く

	我慢の振り返りと決意
	 
	婚約中に押し殺していた自分らしさと、破棄を機に決めるこれからの生き方を書く

	理解者への報告
	 
	友人や味方に婚約破棄を打ち明け、精神的・実務的な助けを得る場面を書く

	契約と財産の清算
	 
	慰謝料や共同名義の財産・契約を、公的な手続きでどう清算するかを書く

	身辺整理と外見の変化
	 
	荷物の引き上げや贈り物の処分、髪型や装いの変更など過去を断ち切る行動を書く

	転機となる出会い
	 
	破棄後の外出や気分転換をきっかけに生じる、新たな重要人物との遭遇を書く

	自身の技能の発揮
	 
	自由になった主人公が専門技術や知識を活かして最初に取り組む制作・仕事を書く

	残された問題の決着
	 
	後から発覚した権利や仕事上のトラブルをめぐり、元婚約者とどう決着をつけるかを書く

	元婚約者側の内幕
	 
	元婚約者がなぜ破棄を選んだのか、その心理的背景や新婚約者との関係を書く

	独立と新拠点の確立
	 
	周囲の後押しを受けて新しい事業や自立の基盤を立ち上げる展開を書く

	物語の結末と関係の帰着
	 
	主人公の事業の到達点や新たな相手との最終的な関係、元婚約者の結末を書く



主人公キャラクターシート

	項目
	記入欄
	記入のヒント

	名前・年齢・立場
	 
	婚約破棄を迎える時点での氏名、年齢、家柄や社会的な身分を書く

	本来の外見と抑えていた装い
	 
	本来の容姿の特徴と、元婚約者の好みに合わせて変えていた見た目や服装を書く

	職業・専門スキル
	 
	婚約破棄後に一人で生きていく柱となる職業、技術、これまでの実績を書く

	生い立ち・過去の背景
	 
	家族関係や前世の記憶など、我慢グセや再出発の動機に関わる過去を書く

	性格と行動原理
	 
	普段の気質と、理不尽な破棄やトラブルに直面した際の対処の仕方を書く

	固有の資質・能力の特徴
	 
	派手ではなくても主人公の仕事や自立を支える能力上の強みを書く

	元婚約者との関係と感情
	 
	婚約に至った経緯と、破棄された時点で元婚約者に抱いていた実際の感情を書く

	好きなもの・息抜き
	 
	婚約中に控えていた嗜好品や趣味など、解放後の日常を彩る要素を書く

	再出発後の目標
	 
	婚約破棄を経て、これからどのような暮らしや夢を目指すかを書く



世界観シート

	項目
	記入欄
	記入のヒント

	舞台となる国と街の治安
	 
	婚約破棄後に主人公が一人で暮らしたり出歩いたりできる舞台の体制と治安を書く

	身分制度と貴族の扱い
	 
	婚約破棄の力関係や再出発後の取引に影響する爵位・家柄の仕組みを書く

	婚姻・婚約の制度と慣習
	 
	婚約の証明手続きや破棄時の慰謝料、婚約の贈答品に関する決まりを書く

	通貨と物価の目安
	 
	慰謝料や新生活の資金規模を読者に伝えるための貨幣単位と物価を書く

	契約・法務とギルドの仕組み
	 
	婚約清算や仕事の独立を支える公証制度・ギルド・権利保護の仕組みを書く

	魔法と技術の体系
	 
	主人公の専門職やものづくりの前提となる魔法・魔石・技術区分を書く

	生活水準とインフラ
	 
	主人公の一人暮らしや商品開発の土台となる日常設備・普及技術を書く

	脅威となる存在と対処組織
	 
	主人公の顧客や新たな出会いにつながる魔物などの脅威と討伐組織を書く



分解例：魔導具師ダリヤはうつむかない（甘岸久弥）

この分解例は公開・刊行中の作品の構成を分析したもので、原文の引用は必要最小限にとどめています。作品の著作権は原作者に帰属します。

プロット

	項目
	原作での内容

	婚約破棄の宣告
	婚姻届の提出を翌日に控えて新居へ入った初日の1時間後、婚約者のトビアスから「真実の愛をみつけた」と婚約破棄を告げられる。相手は数ヶ月前にオルランド商会へ入った受付嬢エミリヤで、さらにエミリヤがその新居に住みたがっていると切り出される。 — “「すまない、ダリヤ。婚約を破棄させてほしい」”

	我慢の振り返りと決意
	婚約期間の2年間、トビアスに合わせて踵のない靴を履き、赤毛を暗い茶に染め、地味な服装で良い妻になろうと無理をしていたことを振り返る。前世でも人に合わせて過労で亡くなったことを思い出し、もううつむかずに魔導具師として生きたいように生きようと決める。 — “これからは、嫌なことは嫌と、好きなことは好きと言おう。”

	理解者への報告
	幼馴染みの美容師イルマとその夫で運送人のマルチェラを訪ね、昼食をとりながら婚約破棄を報告する。二人はダリヤのために強く憤り、新居に運んだばかりの家具や荷物を元の家へ戻す手配をその場で引き受けてくれる。

	契約と財産の清算
	商業ギルドで副ギルド長ガブリエラと職員イヴァーノを立会人、ドミニクを公証人に立て、共同口座の解消と新居の清算を行う。慰謝料の金貨12枚に加え、トビアスが分割払いを求めようとした新居購入費の金貨50枚もギルドの貸し付けを介して回収し、手続きを完了させる。

	身辺整理と外見の変化
	新居の寝室の乱れやエミリヤの私物・タリーニ子爵家の紋章入りペンダントを発見し、公証人の証明を入れて自分の荷物を「緑の塔」へ引き上げる。翌日に返還を求められた婚約の腕輪もイヤリングと共に返し、イルマの店で髪を肩より少し上まで切って元の赤い髪色に戻す。

	転機となる出会い
	気分転換に八本脚馬の馬車で王都外の森へ向かった際、ワイバーンとの戦闘で仲間とはぐれ血まみれで出てきた魔物討伐部隊の騎士ヴォルフを助ける。男装して「ダリ」と名乗り、ポーションと川原での昼食を振る舞って魔導具や魔剣の話で盛り上がり、王都の門まで送り届ける。

	自身の技能の発揮
	新居の資金が手元に戻ったことや浴室の石鹸を目にしたことから、前世の知識を活かして泡ポンプボトルの制作に取りかかる。魔力による部品加工と組み立てを一晩かけて繰り返し、試作品を2本作り上げる。

	残された問題の決着
	商業ギルドで収益確認をした際、ダリヤが単独で開発した小型魔導コンロの利益契約がトビアス名義で登録されていたことが判明する。オルランド商会へ出向いて権利買い取りの提案や今後の取引停止の通告を退け、トビアス本人に解約させてダリヤ名義での再登録へ進める。

	元婚約者側の内幕
	トビアスは師匠カルロの後を継ぎたい思いから婚約を受けたものの、自分を頼らず独創的な魔導具を作るダリヤに対し「兄弟子」にしかなれない苛立ちを抱えていた。そこへ自分を慕い頼ってくる受付嬢エミリヤに惹かれ、新居へ招いた際に泣きながら告白されてプロポーズに至った経緯が語られる。

	独立と新拠点の確立
	オルランド商会との取引が絶たれたため別の商会を探そうとするが、マルチェラやガブリエラから自身の「ロセッティ商会」を立ち上げるよう勧められる。マルチェラ、メッツェナ、イヴァーノ、ジェッダ子爵の4人が保証人となり、希少な魔物素材の仕入れにも惹かれて商会設立を決める。

	物語の結末と関係の帰着
	扱った範囲の本文には出てこない



主人公キャラクターシート

	項目
	原作での内容

	名前・年齢・立場
	ダリヤ・ロセッティ、21歳前後の魔導具師である。亡き父カルロは魔導具の功績で一代限りの名誉男爵となっていたが、ダリヤ自身は庶民として商業ギルドに契約登録し働いている。

	本来の外見と抑えていた装い
	本来は濃い赤髪に緑の目を持ち、女性としては背が高めの体格をしている。婚約中はトビアスの意向に合わせて踵のない靴を履き、赤毛を暗い茶に染めて伸ばし、黒枠の眼鏡と紺や濃灰の地味な服を選んで身につけていた。 — “目立ちすぎると言われた地毛の赤毛は暗い茶に染め、頭の後ろでいつもまとめるようになった。”

	職業・専門スキル
	高等学院の魔導具科を卒業後、約2年間教授の助手を務め、父に正式に弟子入りした魔導具師である。18歳でブルースライムを使った防水布とレインコートを商業ギルドに登録しており、小型魔導コンロなども開発している。

	生い立ち・過去の背景
	前世では日本の家電メーカーでクレーム処理に追われ、深夜残業中に胸の痛みで倒れて亡くなった転生者である。今世では実家に戻ったきり帰らなかった貴族出身の母の顔を知らず、王都外れの「緑の塔」で父カルロに育てられたが、その父も前年に急死している。

	性格と行動原理
	普段は温和で声を荒立てることは少ないが、実務的な判断力を持ち、破棄当日や荷物の回収時には公証人と立会人を入れて冷静に手続きを進める。一方で魔導具の仕組みや素材に関心が向くと、時間を忘れて試作に没頭する職人気質を備えている。

	固有の資質・能力の特徴
	魔力量は平民としては多めだが高等学院では中程度で、攻撃魔法や風魔法などは使えない。その代わり弱い魔力を長時間安定して出力し続けることができ、部品の細かな加工や調整を行う魔導具制作に向いている。 — “だが、ダリヤには、弱い魔力を長時間安定して出せるという特技があった。”

	元婚約者との関係と感情
	トビアスは父の親友の次男で父の弟子にあたる兄弟子であり、ダリヤが19歳のときに父同士の取り決めで婚約した。穏やかな結婚生活を願って気遣っていたが、破棄後に涙が出なかったことから、まだトビアスを愛していなかったと気づく。

	好きなもの・息抜き
	魔導具の開発や観察を好むほか、赤ワインや白ワインなどの酒と、クルミパンやチーズなどの食事を楽しむ。婚約中はトビアスに2杯目以降の酒を控えるよう言われていたが、破棄後は自宅でワインを1本空けたり馬車で瓶から直接飲んだりして息抜きをしている。

	再出発後の目標
	他人の理想に無理に合わせるのをやめ、大好きな魔導具師の仕事を続けながら生きたいように生きることを掲げる。新たに設立するロセッティ商会で希少な魔物素材も仕入れつつ、通気性の良い防水布や自動開閉扉などの開発にも関心を向けている。



世界観シート

	項目
	原作での内容

	舞台となる国と街の治安
	200年以上の歴史を持つ王政国家「オルディネ」の王都が主な舞台となっている。国内外から人が集まる煉瓦色の街並みを持ち、女性が一人で街を歩けるほど治安が良い。 — “この国『オルディネ』は王政で、すでに200年以上の歴史がある。”

	身分制度と貴族の扱い
	公爵、侯爵、伯爵、子爵、男爵といった爵位が存在し、魔導具の功績による一代限りの名誉男爵もある。家紋は主に子爵以上が持ち、貴族が関わる可能性のある揉め事での警戒や商会保証人の資格条件など、社会的な信用に身分が関わる。

	婚姻・婚約の制度と慣習
	商業ギルドに婚約証明の届けを出して破棄時の慰謝料などを定めておくことができ、婚姻は役所への婚姻届の提出によって成立する。男性が贈る「婚約の腕輪」には相手女性が2ヶ月以上生活できる価値を持たせる保険の意味合いがあり、破棄時も通常は受け取った側に所有権がある。

	通貨と物価の目安
	半貨・銅貨・銀貨・大銀貨・金貨などが流通しており、ダリヤの感覚では主食のパン1個が買える銅貨1枚が約100円、銀貨が約1000円、大銀貨が約1万円、金貨が約10万円前後にあたる。公証人の費用は1時間で大銀貨4枚、ポーション1本は大銀貨5枚、新居の購入代金は金貨100枚となっている。

	契約・法務とギルドの仕組み
	商業ギルドや運送ギルドがあり、開発した魔導具を商業ギルドに登録すると7年間売り上げ利益に応じた収益が入る利益契約の仕組みがある。重要な交渉や清算には厳しい試験と10人の保証人を要する「公証人」を入れるのが一般的で、商会設立には金貨15枚の保証金と条件を満たす4人以上の保証人が必要となる。

	魔法と技術の体系
	世界に満ちる「魔素」を動かして魔法を発動させる仕組みがあり、制作に関わる者は外部魔法に長けた魔導師、創造や付与を行う錬金術師、素材と技術で道具を作る魔導具師に大別される。魔石やスライムなどの魔物素材が広く使われ、家電に近い生活魔導具の分野が発達している。 — “この国で最も発展している魔導具の分野は、生活魔導具だ。”

	生活水準とインフラ
	二十数年前の「水の大改革」で水の魔石が銅貨数枚で安定供給されるようになり、王都では台所・浴室・水洗トイレまで水に困らない暮らしが普及している。魔導ランタンやドライヤー、植物から作った紙や炭芯の筆記具なども流通している。

	脅威となる存在と対処組織
	各地に魔物がおり、通常は冒険者が討伐して冒険者ギルド経由で肉や皮、骨などを市場に供給している。ワイバーンなど強い個体や多数の魔物が出た場合は国の騎士団に属する「魔物討伐部隊」が出動し、なかでも「赤鎧」の騎士が先陣や囮の役目を担う。



